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一
．
下
水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
不
顕
性
感
染
（
感
染
し
た
が
、
発
病
し
て
い
な
い
状
態
）
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
主
に
発
病
者
の
み
を
対
象
と
す
る
限
定
的
な
医
療
機
関
で
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
臨
床
検
査
で
は
、
真
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

そ
の
決
め
手
が
「
下
水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
で
あ
る
。
下
水
道
が

完
備
し
た
都
市
で
は
、
そ
こ
の
住
人
の
感
染
状
況
に
よ
り
下
水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
度

が
比
例
的
に
増
減
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
下
水
や
下
水
汚
泥
に
含
ま
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
（
リ
ボ
核
酸
：

遺
伝
情
報
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
の
転
写
物
質
）
の
濃
度
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
感
染
者
数

を
事
前
に
予
知
・
予
測
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

㈠　

下
水
は
何
で
も
知
っ
て
い
る

　

下
水
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
情
勢
や
人
間
社
会
の
動
向
、
個
人
情
報
（
使
っ
た
医
薬
品
の
種

類
・
使
用
量
、
男
女
の
比
率
、
あ
る
程
度
の
年
齢
な
ど
）
が
濃
縮
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
、
欧
州
最
大
規
模
と
な
っ
た
違
法
薬
物
調
査
で
は
、
Ｅ
Ｕ
十
一
カ
国
で
の
コ
カ
イ

ン
や
大
麻
の
使
用
量
が
下
水
の
水
質
分
析
結
果
か
ら
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
過
去
に
は
下
水
中
か

ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
、
感
染
者
（
陰
性
、
陽
性
、
退
院

者
数
）
と
の
相
関
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
勢
い
が
収
ま
ら
な
い
。
世
界
の
累
計
感
染
者
数
は
六
千
六

百
五
十
六
万
人
を
超
え
、
累
計
死
者
数
も
百
五
十
二
万
人
を
超
え
て
い
る
。（
二
〇
年
十
二
月
六

日
時
点
）
一
日
あ
た
り
で
は
、
感
染
者
数
は
毎
日
六
十
万
人
増
加
し
、
死
者
数
は
毎
日
一
万
人
を

超
え
て
、
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
。

　

米
国
の
新
規
感
染
者
は
十
八
万
人
に
迫
り
、
こ
の
一
カ
月
で
倍
増
、
さ
ら
に
気
温
の
低
下
と
と

も
に
全
米
で
感
染
拡
大
し
、
最
多
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
新
規
感
染
者
が
四
万

人
を
超
え
、
最
多
記
録
を
塗
り
変
え
て
い
る
。
一
方　

欧
州
で
は
新
規
感
染
に
一
服
感
が
出
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
は
一
日
あ
た
り
約
一
万
人
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
か
ら
八
割
低
減
し
て
い
る
。
ス
ペ

イ
ン
や
英
国
で
も
ピ
ー
ク
時
か
ら
約
五
割
程
度
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
な
ぜ
減
少
し
た
の
か
？　

欧
州
で
は
九
～
十
月
の
感
染
者
急
増
を
受
け
、
相
次
い
で
都
市
封
鎖
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
を
実
施

し
た
こ
と
で
新
規
感
染
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
今

後
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
測
で
き
る
か
で
あ
る
。
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と
共
同
で
下
水
中
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
度
を
測
定
し
医
療
機
関
で
の
感
染
者
確
認
よ
り
三
～
六

日
間
前
に
感
染
拡
大
の
予
知
が
出
来
て
い
る
。（【
図
１
】）

㈣　

豪
州
で
下
水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
出

　

シ
ド
ニ
ー
で
は
、
七
月
か
ら
市
内
全
域
の
下

水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
に
取
り

組
み
、
シ
ド
ニ
ー
市
内
の
下
水
か
ら
コ
ロ
ウ
イ

ル
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
知
見
が
得
ら
れ

た
と
報
告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
シ
ド
ニ
ー
ウ
ォ

ー
タ
ー
は
北
海
岸
、
ハ
ン
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
下
水
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し

分
析
し
て
い
る
。

㈤　

米
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で 

　
　

下
水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
出

　

米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

と
保
健
福
祉
省
（
Ｈ
Ｈ
Ｓ
）
は
連
邦
政
府
と
協

力
し
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
国
家
排
水
監
視
シ
ス

テ
ム
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ｓ
）
を
起
動
さ
せ
デ
ー
タ
収
集

㈡　

世
界
中
で
競
争
…
…
下
水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出

　

感
染
症
は
感
染
者
の
特
定
作
業
や
、
濃
厚
接
触
者
の
追
跡
調
査
に
よ
り
臨
床
検
査
が
不
可
欠
で

あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
結
果
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
感
染
地
域
の
下
水
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
そ
の
地
域
で
の
、
真
の
ク
ラ
ス
タ
（
集
団
的
な
流
行
）

の
現
状
把
握
や
、
こ
れ
か
ら
の
流
行
（
第
二

波
、
第
三
波
な
ど
）
を
事
前
に
予
知
・
予
測

し
、
そ
の
地
域
の
検
査
体
制
や
医
療
体
制
の

整
備
拡
大
、
今
後
の
感
染
予
防
策
の
強
化
や
、

流
行
後
の
緩
和
策
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施
で

き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
住
民
の
感
染

具
合
の
増
減
が
丸
ご
と
判
る
、「
下
水
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
調

査
・
監
視
）」
が
有
効
に
な
る
と
期
待
さ
れ
、

世
界
各
国
で
コ
ロ
ナ
の
検
出
方
法
、
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
解
析
な
ど
が
競
わ
れ
て
い
る
。

㈢　

カ
ナ
ダ
で
下
水
か
ら 

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
出

　

カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
市
で
は
、
オ
タ
ワ
大
学
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【図１】
カナダ・オタワ市のコロナ感染【図２】
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を
図
り
全
米
で
十
五
州
が
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。
一
例
と
し
て
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
は
ニ
ュ

ー
ヘ
ブ
ン
下
水
処
理
場
で
、
下
水
汚
泥
を
毎
日
採
取
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
濃
度

と
、
こ
の
地
域
で
確
認
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
や
入
院
患
者
数
と
比
較
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
時
間
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
曲
線
や
地
域
の

医
療
機
関
へ
の
入
院
患
者
数
と
高
い
相
関
が
認
め
ら
れ
た
。
下
水
汚
泥
中
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｒ

Ｎ
Ａ
濃
度
は
、
新
規
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
・
陽
性
者
数
に
変
動
が
起
こ
る
七
日
前
に
、
ま
た
入

院
患
者
数
が
変
動
す
る
三
日
前
に
増
減
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。（【
図
２
】）

二
．
日
本
に
お
け
る
下
水
中
か
ら
コ
ロ
ナ
検
出
は

　

日
本
国
内
で
も
二
〇
年
五
月
か
ら
日
本
水
環
境
学
会
＊

の
メ
ン
バ
ー
と
約
三
十
自
治
体
が
連
携

し
、
東
京
都
、
横
浜
市
、
川
崎
市
な
ど
で
下
水
中
の
コ
ロ
ナ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
。

㈠　

自
治
体
と
大
学
の
動
き

　

東
京
都
は
二
〇
年
五
月
か
ら
芝
浦
水
再
生
セ
ン
タ
ー
を
含
む
都
内
十
五
カ
所
の
下
水
処
理
場
で

下
水
を
採
取
、
横
浜
市
で
は
都
築
水
再
生
セ
ン
タ
ー
及
び
神
奈
川
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
二
カ
所
か

ら
下
水
を
採
取
、
川
崎
市
は
入
江
崎
水
処
理
セ
ン
タ
ー
を
含
む
四
箇
所
で
採
取
を
始
め
た
。
集
め

ら
れ
た
下
水
サ
ン
プ
ル
は
、
冷
凍
保
存
さ
れ
大
学
な
ど
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
Ｒ
Ｎ
Ａ

検
出
は
東
大
、
山
梨
大
、
北
海
道
大
学
、
富
山
県
立
大
学
、
金
沢
大
学
等
で
検
出
に
成
功
し
て
い

る
が
、
感
染
拡
大
と
の
相
関
デ
ー
タ
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
今
後
、
国
内
で
使
え
る
デ
ー
タ
解
析

が
待
た
れ
て
い
る
が
、
際
立
っ
た
結
果
は
出
て
い
な
い
。

㈡　

な
ぜ
、
日
本
で
は
下
水
中
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
知
が
進
ま
な
い
の
か

　

日
本
国
内
の
感
染
状
況
は
海
外
と
比
べ
、
非
常
に
低
く
、
下
水
中
の
コ
ロ
ナ
濃
度
が
薄
い
た
め

に
検
出
が
難
し
い
。
下
水
の
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
微
生
物
や
ウ
イ
ル
ス
が
混
在
し
て
い
る
た
め
に
、

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
濃
縮
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
独
特
の
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
（
鞘
）
を
破
壊
し
、

そ
の
中
の
微
量
な
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
検
出
す
る
方
法
を
模
索
中
で
あ
る
。
し
か
し
全
体
の
司
令
塔
が
不
在

で
、
各
大
学
や
自
治
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
研
究
し
て
い
る
し
、
国
の
財
政
支
援
も
無
い
。Go to 

EA
T
 

の
予
算
（
六
百
十
六
億
円
）
や Go to 

ト
ラ
ベ
ル
予
算
（
一
兆
千
二
百
四
十
八
億
円
）
の

一
部
で
も
「
下
水
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
研
究
」
に
回
せ
ば
、
飛
躍
的
に
研
究
が
進
む
だ
ろ
う
。

三
．
さ
い
ご
に

　

国
民
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
は
コ
ロ
ナ
次
第
で
あ
る
。
従
っ
て
「
下
水
中
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
検
出
方
法
の
確
立
や
デ
ー
タ
解
析
」
は
国
家
の
責
務
で
あ
る
。
当
然
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
や
移
動
禁
止
措
置
解
除
の
先
行
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

　

特
に
「
低
濃
度
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
知
技
術
や
解
析
デ
ー
タ
」
は
、
今
後
も
世
界
中

で
コ
ロ
ナ
感
染
が
広
が
る
中
で
重
要
視
さ
れ
、
か
つ
日
本
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
世
界
に
貢
献
で

き
る
分
野
で
、
国
が
主
導
的
に
研
究
予
算
を
投
下
し
、
一
日
も
早
く
「
コ
ロ
ナ
感
染
の
予
知
は
下

水
道
か
ら
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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